
真
名
本
『
詠
歌
大
概
』
論
述
部
の
和
化
漢
文
に
つ
い
て

ー
　
和
化
漢
文
の
解
読
・
訓
読
の
た
め
に
　
－

田
　
　
中
　
　
雅

胤ま
っ

は
じ
め
に

和
化
漢
文
の
解
読
・
訓
読
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
大
き
な
困
雉
が
伴
う
こ
と

や
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
精
確
な

読
解
の
方
法
が
、
現
段
階
で
は
未
だ
充
分
に
確
立
し
て
い
る
と
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。

和
化
漢
文
は
、
漢
文
と
い
う
文
章
様
式
に
よ
り
な
が
ら
、
日
本
語
と
し
て
の

文
章
を
漢
字
を
用
い
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
飽
く
ま
で
も
「
日
本
語
を
表

現
す
る
た
め
の
一
文
章
様
式
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
和
化
漢
文
の

訓
読
は
、
外
国
語
と
し
て
の
中
国
漢
文
を
そ
れ
と
は
異
質
な
言
語
（
日
本
語
）

に
置
き
換
え
る
（
翻
訳
す
る
）
と
い
う
理
解
行
為
に
基
づ
く
純
漢
文
の
訓
読
と

は
自
ず
と
異
な
る
。
つ
ま
り
、
和
化
漢
文
の
訓
読
は
、
和
化
漢
文
と
い
う
文
章

様
式
の
背
後
に
あ
る
具
体
的
な
国
語
文
（
表
現
行
為
に
基
づ
い
た
表
現
文
）
を

再
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
可
能
な
限
り
文
章
作
成
者

自
身
が
意
図
し
た
国
語
文
の
再
現
に
近
づ
く
こ
と
こ
そ
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
、
漢
文
と
国
語
文
と
が
質
的
に
異
な
っ
た
文
章
様
式
で
あ
る
以
上
、

漢
文
と
い
う
様
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
和
化
漢
文
は
漢
文
体
の
表
現
様
式
の

制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
、
国
語
表
現
と
の
繋
が
り
を
直
裁
に
た
ど
れ
な
い
部

分
が
当
然
存
す
る
。
従
っ
て
、
文
章
作
成
者
自
身
の
訓
読
に
よ
ら
な
い
限
り
、

完
全
な
国
語
（
表
現
）
文
を
再
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、

漢
文
様
式
に
な
い
国
語
表
現
を
漢
文
の
範
囲
内
の
形
に
対
応
さ
せ
、
或
い
は
国

語
表
現
と
は
異
な
る
構
文
・
語
法
等
に
よ
っ
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
助
詞
・
助
動
詞
や
訓
読
で
は
不
読
に
な
る
助
字
等
と

の
関
係
が
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
構
文
等
で
は
漢
文
に
お
け
る

定
型
が
意
図
さ
れ
て
そ
れ
に
制
約
さ
れ
た
表
現
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
更

に
、
和
文
的
表
現
が
一
度
漢
文
訓
読
文
的
表
現
へ
の
置
き
換
え
を
経
て
漢
文
様

式
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

和
化
漢
文
の
解
読
・
訓
読
を
行
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
表
現
行
為
と
し



て
み
た
和
化
漢
文
に
認
め
ら
れ
る
表
現
上
の
特
徴
を
把
握
し
、
ま
た
、
和
化
漢

文
表
現
と
そ
の
基
底
に
あ
る
国
語
表
現
と
の
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
和
化
漢
文
作
成
者
自
身
の
表
現
行
為
に
基
づ
く
国
語

表
現
・
仮
名
表
記
資
料
が
存
す
る
場
合
、
そ
れ
が
極
め
て
有
効
な
参
照
資
料
に

な
り
得
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
更
に
、
訓
読
と
い
う
理
研
行
為
に
お
け

る
言
語
的
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
和
化
漢
文
の
作
成
（
表

現
行
為
）
に
お
い
て
は
、
文
章
作
成
者
自
身
が
訓
読
す
る
よ
う
に
、
或
い
は
訓

読
で
き
る
よ
う
に
、
用
字
・
用
語
・
構
文
等
を
選
択
し
て
表
現
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
和
化
漢
文
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
文
章
作
成
者
の

表
現
行
為
と
理
解
行
為
と
の
両
面
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
l
一
重
語
の
実
態
と

特
徴
を
把
握
し
、
両
者
を
融
合
さ
せ
る
形
で
訓
読
文
を
想
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
と
方
法

本
稿
の
目
的
は
、
和
化
漢
文
で
記
さ
れ
た
「
詠
歌
大
概
」
論
述
部
の
表
現
上

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
和
化
沃
文
の
基
底
に
あ
る
定
家
の
国
語
表
現
を
再
現

す
る
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
確
な
解
読
・
訓
読
に
資
す
る

こ
と
に
あ
る
。

当
該
資
料
は
和
化
漢
文
に
よ
る
定
家
の
歌
論
で
あ
る
。
従
っ
て
、
内
容
上
も

類
似
す
る
定
家
自
筆
の
r
近
代
秀
歌
j
に
よ
っ
て
、
定
家
の
歌
論
に
お
け
る
用

語
・
語
法
な
ど
の
確
認
と
表
現
の
趣
旨
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
或
い
は

同
様
に
r
毎
月
抄
」
も
そ
の
補
助
資
料
と
し
得
る
。
こ
れ
ら
国
語
表
現
・
仮
名

表
記
の
資
料
は
、
定
家
の
表
現
行
為
に
お
け
る
使
用
言
語
の
諸
実
態
と
そ
の
特

徴
を
把
握
す
る
た
め
の
参
考
に
な
り
、
和
化
漢
文
の
基
底
に
あ
る
定
家
が
意
図

し
た
国
語
文
を
想
定
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

ま
た
、
理
解
行
為
に
お
け
る
言
語
的
特
徴
を
把
握
す
る
の
に
有
効
な
資
料
と

し
て
、
大
江
周
房
の
和
化
漢
文
と
定
家
に
よ
る
訓
読
文
（
漢
字
仮
名
交
り
文
）

と
の
両
資
料
が
存
す
る
「
宗
活
願
文
案
」
が
あ
る
。
こ
の
宗
清
願
文
案
に
つ
い

て
は
、
文
体
の
異
な
る
（
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
）
二
種
類
の
文
書
を

一
対
の
資
料
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
化
漢
文
の
訓
読
（
理
解
行

為
）
に
関
す
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
と
な
し
得
る
こ
と
を
、
か
つ
て
拙

へ

1

）稿
で
述
べ
た
。
和
化
漢
文
作
成
者
と
訓
読
者
と
は
異
な
る
が
、
訓
読
と
い
う
理

解
行
為
に
お
け
る
使
用
言
語
の
実
態
と
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
の
参
考
に
な

り
、
定
家
自
身
に
よ
る
訓
読
文
を
想
定
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の

資
料
に
よ
っ
て
、
定
家
の
表
現
に
お
け
る
和
化
漢
文
の
用
字
・
用
語
・
語
法
と

訓
読
と
の
関
係
や
特
徴
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
和
化
漢
文
の
作
成

と
い
う
表
現
行
為
に
お
け
る
言
語
的
特
徴
を
知
る
の
に
も
有
効
で
あ
る
。
第
三

者
の
作
成
し
た
和
化
漢
文
を
訓
読
す
る
と
い
う
定
家
の
理
解
行
為
に
お
け
る
言

語
的
特
徴
は
、
定
家
自
身
に
よ
る
和
化
漢
文
作
成
（
表
現
行
為
）
の
際
に
も
反

映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
和
化
漢
文
作
成
は
、
自
身
が
訓
読
す
る

よ
う
に
、
或
い
は
訓
読
で
き
る
よ
う
に
、
用
字
・
用
語
・
構
文
等
を
選
択
し
て

表
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



宗
活
願
文
案
に
お
け
る
和
化
漢
文
の
表
現
上
の
特
徴
や
定
家
の
訓
読
の
特

徴
、
或
い
は
和
化
漢
文
と
訓
読
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
和
化
漢
文

と
定
家
の
訓
読
－
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
活
願
文
案
に
お
け
る
助
詞
と

助
字
と
の
関
係
－
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
2
2
輯
）
で
指
摘
し
た
。
本
稿

で
は
、
定
家
自
筆
「
近
代
秀
歌
」
と
『
毎
月
抄
」
の
表
現
を
参
照
し
、
拙
稿
で

指
摘
し
た
和
化
漢
文
の
表
現
と
訓
読
と
の
関
係
か
ら
、
詠
歌
大
概
の
和
化
漢
文

と
宗
活
願
文
案
の
定
家
訓
読
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
家
に
よ
る

表
現
行
為
と
し
て
の
和
化
漢
文
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
。
尚
、
拙
稿
で
問
題
と

し
た
こ
と
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
点
で
あ
っ
た
。
国
語
の
助
詞
・
助
動
詞
に
対

応
す
る
語
が
ど
の
よ
う
な
助
字
で
ど
の
程
度
文
字
化
さ
れ
、
国
語
文
と
し
て
は

不
要
で
あ
る
は
ず
の
不
読
の
助
字
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
程
度
用
い
ら
れ

る
か
。
ま
た
、
補
読
を
前
提
と
す
る
助
詞
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
。

従
っ
て
、
本
稿
で
も
国
語
の
助
詞
・
助
動
詞
と
漢
文
の
助
字
と
の
関
係
を
中
心

に
見
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

定
家
に
よ
る
和
化
漢
文
の
表
現
上
の
特
徴

○
助
詞
「
は
」
と
の
関
係
か
ら

宗
清
原
文
案
で
は
、
訓
読
文
に
用
い
ら
れ
た
「
は
」
の
内
約
八
割
が
和
化
漢

文
で
「
者
」
字
を
以
て
表
記
さ
れ
、
残
り
の
補
読
さ
れ
る
も
の
の
多
く
は
和
化

漢
文
に
お
け
る
和
風
の
定
型
表
現
や
所
謂
訓
読
の
定
型
で
あ
る
。
助
詞
「
は
」

と
「
者
」
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
文
章
作
成
者
の
個
性
や
文
体
的
性
格
に

よ
る
差
異
が
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
和
化
漢
文
一
般
の
性
格
と
し
て
一
概
に

論
ず
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
宗
活
願
文
案
の
和
化
漢
文
で
は
、
国
語
文

と
し
て
必
要
な
助
詞
「
は
」
が
基
本
的
に
「
者
」
字
で
表
記
さ
れ
る
傾
向
が
極

め
て
強
い
の
に
対
し
て
、
定
家
の
詠
歌
大
概
で
は
二
例
の
使
用
例
し
か
な
い

が
、
そ
れ
は
定
家
の
個
性
や
願
文
と
論
述
（
歌
論
）
文
と
い
う
文
体
的
性
格
の

差
異
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
詠
歌
大
概
に
お
い
て
国
語
文
と
し
て

必
要
な
助
詞
「
は
」
が
二
例
だ
け
だ
っ
た
訳
で
な
く
、
原
則
と
し
て
補
読
を
前

提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
［
情
以
新
為
先
　
詞
以
膏
可
用
］

は
、
近
代
秀
歌
の
「
こ
と
ば
つ
ふ
る
き
を
し
た
ひ
、
こ
，
ろ
は
あ
た
ら
し
き

を
も
と
め
」
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
定
家
の
表
現
と
し
て
は
訓
読
に
「
は
」
が

補
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
論
者
の
訓
読
で
は
〓
例
の
「
は
」
を
補
う
。
）

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
は
、
寧
ろ
「
者
」
で
表
記
さ
れ
る
も
の
の
方
に
特
徴

が
認
め
ら
れ
る
。
一
例
は
［
於
古
人
軍
都
　
多
以
共
同
詞
詠
之
　
巳
為
流
例
］

で
あ
り
、
慣
用
的
定
型
表
硯
で
用
い
ら
れ
る
。
宗
活
願
文
案
で
は
定
型
表
現
と

し
て
の
（
於
＋
名
詞
＋
者
）
を
丁
に
お
き
て
は
」
と
訓
む
。
こ
の
形
式
は
動

詞
句
を
承
け
て
条
件
句
を
作
る
場
合
も
あ
る
が
、
当
例
の
よ
う
な
名
詞
承
接
の

場
合
は
「
～
に
つ
い
て
は
」
と
い
う
意
の
提
示
・
強
調
の
表
現
で
あ
る
。
も
う

一
例
は
［
常
観
念
古
寄
之
景
気
　
可
染
心
　
殊
可
見
習
都
…
…
三
十
六
人
集

之
中
殊
上
手
歌
］
　
で
あ
る
。
「
は
」
の
補
読
を
必
要
と
す
る
他
の
部
分
は
、

「
者
」
字
の
よ
う
な
指
標
が
な
く
て
も
、
意
味
・
文
脈
・
構
文
等
に
よ
っ
て
、

比
較
的
容
易
に
主
語
∵
提
示
部
で
あ
る
こ
と
の
解
釈
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し



て
、
当
該
部
分
は
、
「
殊
に
見
習
ふ
べ
し
」
と
文
を
切
る
よ
う
に
誤
読
さ
れ
る

可
能
性
を
持
つ
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
「
者
」
字
を
用
い
て
、
提
示
部
と

し
て
後
句
に
続
く
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
助
詞
「
は
」
と
の
関
係

で
、
二
箇
所
に
の
み
「
者
」
字
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
、
定
家
の
和
化
漢
文
表

現
に
お
け
る
有
意
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
助
詞
「
の
」
と
の
関
係
か
ら

詠
歌
大
概
で
は
、
宗
活
願
文
案
に
比
べ
て
「
之
」
字
の
使
用
率
が
低
く
、
補

読
を
必
要
と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
清
願
文
案
の
和
化
漢

文
に
認
め
ら
れ
た
特
徴
－
国
語
文
と
し
て
文
脈
上
必
要
な
格
助
詞
「
の
」
は
原

則
と
し
て
「
之
」
字
で
表
記
さ
れ
る
傾
向
－
と
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
詠
歌
大
概
で
補
説
を
要
す
る
（
「
之
」
が
文
字
化
さ
れ
な
い
）
も
の
は
、

格
助
詞
「
の
」
を
同
一
文
・
句
中
に
連
続
し
て
使
用
す
る
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
。

国
語
文
と
し
て
は
助
詞
「
の
」
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
、

文
字
面
や
表
現
の
面
か
ら
、
そ
の
連
続
表
記
の
煩
わ
し
さ
を
避
け
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
格
助
詞
「
の
」
が
補
託
さ
れ
る
こ
と
も
、
一
般
的
な
訓
読
の
有

り
様
と
し
て
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
基
本
的
な

部
分
で
は
、
宗
活
願
文
案
で
認
め
ら
れ
た
特
徴
と
大
き
な
組
齢
を
き
た
す
も
の

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
［
七
八
十
年
以
来
人
之
苛
］
　
の
部
分
は
、
諸
本
間
に

「
以
来
之
人
之
寄
」
「
以
来
之
人
寄
」
「
以
来
人
之
寄
」
「
以
来
人
」
　
（
古
典
大
系

の
校
異
を
参
照
）
四
種
類
の
異
同
が
あ
る
。
和
化
漢
文
の
表
記
・
表
現
に
関
し

て
、
国
語
文
と
し
て
必
要
な
助
詞
を
表
記
す
る
こ
と
と
表
記
上
の
煩
雑
さ
を
回

避
す
る
こ
と
と
の
問
に
、
固
定
的
な
規
範
や
優
先
順
位
な
ど
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
見
得
る
。

「
の
」
と
関
連
し
て
、
同
じ
機
能
の
連
体
格
助
詞
「
が
」
が
、
和
化
漢
文
の

表
現
で
用
い
ら
れ
る
か
、
或
い
は
「
の
」
と
区
別
さ
れ
る
か
、
ま
た
訓
読
と
の

関
係
は
ど
う
か
な
ど
が
問
題
に
な
る
。
宗
活
願
文
案
で
は
、
「
之
」
を
「
が
」

と
訓
ん
だ
例
が
五
例
存
す
る
。
〔
十
分
之
こ
　
の
如
き
例
が
二
例
、
〔
十
之
八

九
〕
の
如
き
例
が
二
例
、
〔
弟
子
之
祖
師
〕
を
（
1
7
4
弟
子
が
祖
師
）
と
訓
ん
だ

例
で
あ
る
。
訓
読
文
中
に
は
こ
の
他
に
「
～
が
た
め
」
「
～
が
ご
と
し
」
の
如

き
慣
用
的
な
表
現
の
句
中
で
用
い
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
当
然
漢
字
表
記
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
詠
歌
大
概
の
　
［
人
膚
　
貫
之
　
忠
琴
　
伊
勢
　
小
町
等

都
類
］
は
、
近
代
秀
歌
に
あ
る
「
花
山
僧
正
・
在
原
中
将
・
素
性
・
小
町
綱

の
ち
、
た
え
た
る
う
た
の
さ
ま
」
や
先
の
（
弟
子
が
阻
師
）
と
い
う
用
法
に
通

ず
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
定
家
の
用
語
と
し
て
「
が
」
と
見
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
現
行
為
と
し
て
の
和
化
漢
文
で
は
「
の
」

も
「
が
」
も
「
之
」
で
表
記
さ
れ
る
。
訓
読
に
際
し
て
は
、
国
語
助
詞
と
し
て

の
意
味
・
機
能
の
相
違
や
表
現
者
の
用
語
法
を
知
り
、
或
い
は
訓
読
の
慣
用
に

従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
み
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
和
化
漢

文
の
基
底
に
あ
る
国
語
文
や
表
現
者
の
意
図
・
区
別
の
意
識
な
ど
は
、
訓
読
文

に
反
映
し
得
る
。

詠
歌
大
概
で
も
達
体
格
用
法
の
「
之
」
が
殆
ど
（
体
言
＋
之
＋
体
言
）
型
で



ぁ
り
、
（
活
用
語
十
之
＋
体
言
）
型
が
原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
情
況
は
宗

活
願
文
案
と
同
じ
で
、
和
化
漢
文
の
一
般
的
な
特
徴
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
（
活
用
語
＋
之
＋
体
言
）
型
が
三
例
あ
る
。

一
例
は
［
如
此
之
時
］
で
あ
る
。
「
活
用
語
連
体
形
＋
の
＋
体
言
」
の
如
き
訓

読
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
未
だ
一
般
化
し
て
お
ら
ず
、
宗
清
願
文
案
で
も
（
活
用

（2）

語
＋
之
＋
体
言
）
の
「
之
」
を
「
の
」
と
訓
ん
だ
例
は
基
本
的
に
は
な
い
。
例

外
的
に
丁
如
き
の
体
言
」
の
例
は
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
、
宗
活
願
文
案
に
お

け
る
定
家
の
訓
読
に
も
〔
如
此
忍
犯
人
召
取
之
輩
也
〕
（
1
2
1
か
く
の
こ
と
き
叫

犯
人
を
め
し
と
る
と
も
か
ら
也
）
の
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
如
」
の
連
体
用

法
に
常
に
「
の
」
を
添
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
詠
歌
大
概
で
の
他
の

（
如
此
＋
体
言
）
型
は
［
如
此
事
〓
如
此
類
］
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
合
、

「
之
」
字
が
な
い
（
諸
本
間
で
異
同
も
あ
る
が
）
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
助
詞
の

補
読
を
行
う
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
一
方
、
［
如
此
之
時
］
の
場
合
、
「
之
」

字
の
使
用
に
関
し
て
、
他
と
は
異
な
る
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

「
時
」
は
和
化
漢
文
に
お
け
る
形
式
名
詞
で
、
先
行
句
を
条
件
と
し
て
後
文
に

続
け
る
接
続
助
詞
的
用
法
で
あ
り
、
「
之
」
の
使
用
も
こ
れ
に
関
わ
る
和
風
の

（3）

表
記
形
式
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
、
他
と
違
い
「
か
く
の
ご
と
き
の
と
き
」

と
積
極
的
に
「
の
」
を
補
っ
て
訓
む
こ
と
を
前
提
に
「
之
」
字
が
用
い
ら
れ
た

も
の
と
見
得
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
和
風
の
定
型
な
ど
と
し
て
説
明
で
き
る
も
の
以
外
に
、

表
記
形
態
（
語
序
）
で
も
活
用
語
（
動
詞
）
の
直
下
に
「
之
・
名
詞
」
と
続
く
例

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
［
求
人
未
詠
之
心
詠
之
］
や
［
所
詠
出
都
詞
］
で
、

「
人
の
未
だ
詠
ま
ざ
る
心
を
求
め
て
」
「
詠
み
出
す
と
こ
ろ
の
詞
」
と
訓
読
す

べ
き
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
積
極
的
に
純
漢
文
の
語
法
・
表
記
に
従
う
こ
と
が

意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
訓
読
に
際
し
て
誤
読
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
意
図

で
遵
体
格
表
示
の
「
之
」
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
文
様
式
の

表
記
に
お
い
て
（
動
詞
・
名
詞
）
の
語
序
で
「
末
詠
心
」
「
所
詠
出
詞
」
と
す

れ
ば
、
「
未
だ
心
を
詠
ま
ず
」
「
詞
を
詠
み
出
す
と
こ
ろ
」
と
解
釈
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
国
語
助
詞
「
の
」
に
は
な
い
活
用
語
承
接
の
連
体

修
飾
用
法
で
、
訓
読
で
不
読
に
な
る
「
之
」
が
殊
更
に
文
字
化
さ
れ
る
の
は
、

茨
文
様
式
に
よ
り
な
が
ら
国
語
を
表
現
す
る
と
い
う
和
化
漢
文
に
お
い
て
、
誤

読
等
を
避
け
る
た
め
の
一
種
の
工
夫
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
（
活

用
語
＋
之
＋
体
言
）
型
そ
の
も
の
は
、
宗
活
願
文
案
で
二
七
例
の
使
用
例
が
あ

り
、
他
の
和
化
漢
文
で
も
特
殊
な
形
式
で
は
な
く
、
院
政
期
の
公
家
日
記
等
に

T
こ

も
使
用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
詠
歌
大
概
に
お
い
て
は

例
外
的
な
形
式
と
認
め
ら
れ
、
連
体
修
飾
用
法
「
之
」
の
使
用
は
前
述
の
よ
う

な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、
定
家
に
よ
る
意
識
的
な
工
夫
で
あ
っ
た
と

見
得
る
。
こ
の
様
な
特
徴
が
、
和
化
漢
文
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
か
、
定
家
と

い
う
特
定
の
個
人
に
独
自
の
も
の
か
、
或
い
は
文
体
や
資
料
の
性
格
に
よ
る
も

の
か
、
更
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

格
助
詞
「
の
」
に
は
主
格
表
示
の
用
法
も
あ
る
。
和
化
漢
文
に
お
い
て
主
格

用
法
の
「
之
」
な
ど
は
使
用
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
訓
読
で
文
脈
に
応
じ



て
補
読
さ
れ
る
。
頻
度
は
低
い
な
が
ら
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
主
格
用
法
の

「
之
」
は
、
独
立
し
た
単
文
中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
く
、
名
詞
句
中

（
連
体
句
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
、
宗
活

願
文
案
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
定
型
の
（
体
言
＋
之
（
主
格
）
＋
所
（
形
式

名
詞
）
＋
動
詞
）
形
式
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
に

よ
っ
て
、
和
化
漢
文
の
解
読
・
訓
読
に
お
け
る
句
の
断
続
関
係
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
詠
歌
大
概
の
［
詞
不
可
出
　
三
代
集
先
達
都

所
用
　
新
古
今
古
人
寄
　
同
可
用
之
〓
割
注
）
が
対
象
に
な
る
が
、
こ
れ
も
表

現
の
定
型
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
、
詠
歌
大
概
の
仮
名
本
で
は
、
多
く
「
詞
不

可
出
三
代
集
。
先
達
之
所
用
。
」
と
区
切
り
、
「
先
達
之
所
用
」
を
独
立
し
た

一
文
と
し
て
、
「
先
達
の
用
ゐ
る
と
こ
ろ
な
り
」
の
如
く
に
訓
む
。
し
か
し
、

前
後
か
ら
の
文
脈
や
意
味
上
の
不
自
然
さ
も
否
め
ず
、
解
釈
に
疑
問
の
残
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
構
文
的
特
徴
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
詞
不
可

出
…
…
新
古
今
古
人
耳
」
を
一
続
き
の
一
文
と
見
て
、
「
詞
は
、
三
代
尖
の
先

達
の
用
ゐ
る
と
こ
ろ
、
新
古
今
の
古
人
の
苛
を
出
づ
べ
か
ら
ず
。
」
と
す
る
方

が
、
よ
り
相
応
し
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
詞
以
暫
可
用
」
の
注
と

し
て
「
三
代
集
先
達
之
所
用
」
「
新
古
今
古
人
寄
」
の
「
詞
」
を
並
べ
、
更
に

「
同
可
用
之
」
も
両
者
を
承
け
た
も
の
と
解
釈
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
詠
歌
大
概
に
は
、
全
体
が
定
型
の
（
体
言
＋
之
（
主
格
）
＋
所
（
形
式

名
詞
）
＋
動
詞
）
形
式
で
あ
り
な
が
ら
、
主
格
「
之
」
が
表
記
さ
れ
な
い
例
が

あ
る
。
［
近
代
之
入
所
詠
出
之
心
詞
　
鉦
為
一
句
　
謹
可
除
弄
之
］
が
そ
れ
で
、

「
近
き
代
の
人
叫
詠
み
出
す
と
こ
ろ
の
心
・
詞
は
…
…
」
と
「
の
」
を
補
っ
て

訓
む
べ
き
部
分
で
あ
る
。
こ
の
訓
読
に
は
、
毎
月
抄
「
今
の
人
の
よ
め
ら
ん

に
も
」
の
表
現
が
、
文
意
も
類
似
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
こ
の
部
分
は
前

後
に
連
体
格
用
法
の
「
之
」
が
用
い
ら
れ
た
た
め
に
、
「
之
」
字
の
連
続
使
用

が
避
け
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
和
化
漢
文
の
表
記
（
表
現
行
為
）
に
際

し
て
、
「
之
」
に
お
け
る
連
体
格
用
法
は
主
格
用
法
に
優
先
す
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。
和
化
漢
文
の
表
現
で
、
連
体
格
用
法
に
対
し
て
主
格
用
法
の
使
用
が
幾

分
特
殊
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
先
の
例
と
の
違

い
か
ら
見
れ
ば
、
当
該
例
は
訓
読
に
際
し
て
誤
解
・
誤
読
の
可
能
性
が
殆
ど
な

い
た
め
に
、
一
般
に
用
い
な
い
主
格
用
法
の
「
之
」
を
表
記
し
な
か
っ
た
も
の

と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

国
語
助
詞
「
の
」
と
和
化
漢
文
「
之
」
と
の
特
徴
的
な
関
係
に
つ
い
て
推

測
す
る
な
ら
ば
、
一
般
に
和
化
漢
文
の
表
現
に
用
い
な
い
活
用
語
の
連
体
修

飾
用
法
や
主
格
用
法
の
「
之
」
は
原
則
と
し
て
定
家
も
使
用
し
な
い
こ
と
を

基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
誤
解
・
誤
読
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
避
け
、
或
い
は
よ
り
正
確
な
解
読
・
訓
読
の
参

考
に
な
る
場
合
は
そ
れ
を
促
し
、
定
家
自
身
が
意
図
し
た
国
語
文
の
再
現
に

資
す
る
た
め
に
、
和
化
沃
文
に
よ
る
表
現
の
工
夫
と
し
て
敢
え
て
意
識
的
に

用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
詠
歌
大
概
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
そ
れ
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
得
る
。



○
助
詞
「
を
」
「
に
」
と
の
関
係
か
ら

国
語
助
詞
「
を
」
「
に
」
と
の
関
係
で
、
和
化
漢
文
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
場

合
は
、
助
字
「
以
」
「
於
」
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宗
活
願
文
案
に
お
け

る
補
読
率
が
「
を
」
9
4
％
「
に
」
8
4
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
表

現
行
為
の
側
か
ら
見
た
場
合
、
前
の
「
は
」
「
の
」
と
「
者
」
「
之
」
と
の
関

係
ほ
ど
密
接
で
は
な
い
。
定
家
の
詠
歌
大
概
で
も
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
慣
用

的
定
型
（
和
風
の
類
型
）
の
表
記
形
式
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
助
詞
「
を
」

「
に
」
が
積
極
的
に
文
字
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
詠
歌
大
概
で
文
字
化
さ
れ

る
場
合
に
は
そ
れ
な
り
の
必
然
的
な
理
由
や
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
助
詞
「
を
」
と
訓
む
べ
き
「
以
」
が
用
い
ら
れ
る
。
［
情
刷
新
為
先
〕

［
詞
瑚
舌
可
用
］
が
そ
の
例
で
あ
る
。
前
者
の
（
以
A
為
B
V
型
表
現
は
和
化

漢
文
の
定
型
で
あ
り
、
そ
の
訓
読
は
「
A
を
も
ち
て
B
と
す
」
か
「
A
を
B
と

す
」
で
あ
る
。
因
み
に
、
斯
か
る
場
合
の
「
為
」
字
は
、
T
と
す
」
と
訓
む

べ
き
も
の
で
、
「
な
す
」
等
の
訓
み
は
採
り
得
な
い
。
宗
活
願
文
案
で
〔
以
正

直
可
為
先
〕
を
定
家
が
（
飢
正
直
射
さ
き
円
い
）
と
訓
読
す
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
の
「
以
」
も
格
助
詞
「
を
」
で
訓
む
こ
と
が
相
応
し
い
。
「
以
」
を
「
を

も
ち
て
」
と
す
る
か
「
を
」
と
す
る
か
の
区
別
は
、
A
B
そ
れ
ぞ
れ
が
示
す
内

容
の
具
体
性
と
両
者
の
関
係
、
或
い
は
A
と
B
と
の
措
辞
上
の
距
杜
に
よ
る
よ

（5）

ぅ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
前
句
と
の
対
で
あ
り
、
「
曹
き
を
用
ゐ
る
べ
し
」

と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
前
者
と
合
わ
せ
て
、
近
代
秀
歌
に
あ
る
「
こ
と

ば
、
ふ
る
き
を
し
た
ひ
、
こ
、
ろ
は
あ
た
ら
し
き
を
も
と
め
」
に
対
応
す
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
後
者
は
（
～
を
～
と
す
）
の
定
型
で
な
い
の
で

「
詞
可
用
曹
」
の
表
現
も
可
能
で
あ
る
が
、
殊
更
に
「
以
」
を
用
い
た
の
は
、

（
以
…
為
…
）
の
構
文
で
示
し
た
前
句
と
の
対
句
表
現
が
意
識
さ
れ
た
修
辞
的

用
法
で
あ
ろ
う
。
詠
歌
大
概
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
斯
か
る
構
文
に
よ

る
表
現
に
限
っ
て
「
以
」
字
は
助
詞
「
を
」
と
訓
み
得
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
「
以
」
の
使
用
と
そ
れ
を
「
を
も
ち
て
」
と
訓
ず
る
こ
と
に
実
質
的
・

積
極
的
な
意
味
を
認
め
難
い
。
な
お
、
他
の
「
以
」
字
七
例
は
［
以
花
詠
花

以
月
詠
月
］
に
対
す
る
「
花
を
も
ち
て
花
を
詠
み
、
月
を
も
ち
て
月
を
詠
む
。
」

の
如
く
、
「
も
ち
て
」
と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

次
に
助
詞
「
を
」
「
に
」
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
が
「
於
」
字
で
あ
る
。

動
詞
が
複
数
の
対
象
を
と
り
ヲ
格
と
こ
格
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
場
合
、
国
語

文
に
お
け
る
両
者
の
順
序
は
自
由
で
あ
る
が
、
和
化
漢
文
と
そ
の
訓
読
と
の
関

係
で
は
構
文
に
〓
疋
の
型
を
持
つ
。
補
読
さ
れ
る
格
助
詞
と
の
関
係
で
見
る

と
、
（
動
詞
A
於
B
）
型
の
訓
読
は
「
A
を
B
に
～
す
」
の
順
序
が
固
定
的
で
、

和
風
の
（
〝
動
詞
甘
）
型
は
「
α
に
β
を
～
す
」
の
順
序
で
訓
ぜ
ら
れ
る
。
少

な
く
と
も
宗
活
願
文
案
に
お
け
る
和
化
漢
文
と
訓
読
と
の
問
に
は
斯
か
る
特
徴

（6）

的
な
関
係
が
認
め
ら
れ
、
定
家
の
訓
読
文
に
例
外
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
訓
読

に
お
け
る
定
家
の
規
範
意
識
は
、
和
化
漢
文
作
成
に
も
反
映
す
る
も
の
と
見
て

よ
い
。
従
っ
て
∵
詠
歌
大
概
［
染
心
於
古
風
　
習
詞
於
先
達
者
］
の
「
於
」

に
よ
る
表
現
は
、
和
化
漢
文
の
構
文
か
ら
も
意
味
の
上
か
ら
も
、
「
心
を
古
風

に
染
め
、
詞
を
先
達
に
胃
は
ご
と
訓
読
す
べ
き
で
あ
り
、
斯
か
る
訓
み
こ



そ
が
定
家
の
意
図
し
た
国
語
表
現
を
反
映
さ
せ
得
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
和
化
漢
文
の
構
文
と
訓
読
で
補
説
さ
れ
る
助
詞
の
順
序
と
の

特
徴
的
関
係
に
よ
っ
て
、
詠
歌
大
概
［
殊
可
見
習
者
　
古
今
　
伊
勢
物
語

後
撰
　
拾
遺
　
三
十
六
人
集
之
中
　
殊
上
手
歌
　
可
懸
心
］
の
文
の
区
切
り

と
訓
読
が
明
ら
か
に
で
き
る
。
仮
名
本
で
は
「
殊
に
見
習
ふ
べ
き
は
…
…
殊
な

る
上
手
の
歌
を
心
に
懸
く
べ
し
」
の
如
く
一
文
で
解
釈
す
る
も
の
が
あ
る
。
し

か
し
、
「
殊
上
手
歌
可
懸
心
」
の
表
現
形
式
は
、
そ
れ
を
仮
に
一
文
中
の
連
続

し
た
語
句
と
見
る
な
ら
ば
、
和
化
漢
文
の
形
式
か
ら
は
、
「
上
手
の
歌
を
心
に

懸
く
べ
し
」
で
は
な
く
、
「
上
手
の
歌
に
心
を
懸
く
べ
し
」
と
訓
ず
る
可
能
性

で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
脈
的
意
味
を
考
え
る
と
そ
れ
で
は
納

ま
り
が
悪
い
。
ま
た
、
文
構
成
と
文
意
か
ら
言
っ
て
も
、
「
殊
可
見
習
者
」
を

承
け
る
の
は
「
殊
上
手
歌
」
ま
で
で
あ
り
、
「
殊
に
見
習
ふ
べ
き
申
…
・
心
に

懸
く
べ
し
」
と
す
る
解
釈
は
探
る
べ
き
で
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、

「
殊
に
見
習
ふ
べ
き
は
…
…
殊
な
る
上
手
の
歌
」
で
一
文
を
切
り
、
「
（
こ
れ

を
）
心
に
懸
く
べ
し
」
と
す
る
解
釈
が
、
最
も
妥
当
で
あ
り
、
定
家
の
意
図
し

た
国
語
表
現
を
正
し
く
再
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
因
み
に
、
「
心
に
懸
く
」

の
如
く
助
詞
こ
を
と
る
表
現
は
、
文
脈
的
意
味
と
用
法
か
ら
見
て
、
毎
月
抄
の

「
常
に
心
あ
る
鉢
の
苛
を
御
心
に
か
け
て
あ
そ
ば
し
」
「
近
代
の
苛
は
花
を
の

み
心
に
か
け
て
、
賓
に
は
め
も
か
け
ぬ
」
「
い
づ
れ
の
鉢
を
よ
ま
ん
に
も
、
な

を
く
た
ヾ
し
き
事
は
、
わ
た
り
て
心
に
か
く
べ
き
に
こ
そ
」
に
通
ず
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
定
家
の
表
現
・
語
法
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
構
文
の
特
徴

や
文
脈
的
意
味
と
合
わ
せ
て
、
解
釈
の
妥
当
性
が
支
持
さ
れ
よ
う
。

右
に
述
べ
て
き
た
助
詞
「
を
」
「
に
」
と
関
係
す
る
助
字
「
以
」
「
於
」
の

用
字
に
関
し
て
、
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
定

の
性
質
を
持
っ
た
動
詞
の
構
文
中
で
、
日
的
・
対
象
と
な
る
語
を
具
体
的
に
し

た
り
強
調
し
た
り
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
宗
清
願
文
案
に
お
け

る
和
化
漢
文
と
訓
読
と
の
関
係
を
勘
案
し
て
も
、
詠
歌
大
概
に
特
有
の
性
質
の

も
の
で
は
な
く
、
格
助
詞
「
を
」
「
に
」
は
原
則
と
し
て
訓
読
で
補
読
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
国
語
表
現
の
構
文
・
語
法

と
し
て
動
詞
と
格
助
詞
と
が
必
然
的
で
緊
密
な
関
係
を
持
つ
た
め
に
、
基
本
的

に
は
訓
読
の
指
標
と
し
て
助
詞
を
和
化
漢
文
で
文
字
化
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
殊
更
に
文
字
化
さ
れ
る
「
以
」
「
於
」

の
用
字
に
は
そ
れ
な
り
の
必
然
性
や
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

○
助
詞
「
と
」
と
の
関
係
か
ら

助
詞
「
と
」
に
相
当
す
る
助
字
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
詠
歌
大
概
で
は

動
詞
「
為
」
の
訓
に
「
～
と
す
」
を
対
応
さ
せ
て
助
詞
「
と
」
が
想
定
さ
れ
る

程
度
で
あ
る
。
宗
活
願
文
案
で
は
「
為
」
字
に
対
す
る
訓
読
の
定
型
と
言
い
得

る
姿
で
助
詞
「
と
」
が
補
説
さ
れ
る
。
詠
歌
大
概
の
場
合
も
、
宗
清
翫
文
案
に

認
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
く
、
特
定
の
語
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
補
読
さ
れ
る

と
い
う
一
種
の
訓
読
の
定
型
の
中
で
用
い
ら
れ
る
助
詞
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

（7）る
。
つ
ま
り
、
助
詞
「
と
」
は
、
前
述
の
格
助
詞
と
も
同
じ
理
由
で
、
表
現
行



為
と
し
て
の
和
化
漢
文
で
積
極
的
に
文
字
化
さ
れ
る
べ
き
必
然
性
は
な
く
、
単

独
で
特
定
の
表
記
と
結
び
つ
き
な
が
ら
固
定
化
二
股
化
す
る
ほ
ど
に
は
必
要

性
が
高
く
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

○
接
続
助
詞
と
の
関
係
か
ら

所
謂
接
続
助
詞
の
う
ち
、
詠
歌
大
概
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
も
の
は
「
者
」
・

「
錐
」
の
二
種
程
度
で
あ
る
。
国
語
表
現
と
し
て
必
要
な
条
件
表
現
の
接
続
助

詞
は
必
ず
文
字
化
さ
れ
る
上
い
う
和
化
漢
文
一
般
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
と
同
じ

で
、
こ
れ
以
外
に
訓
読
で
補
説
す
べ
き
条
件
表
現
の
接
続
助
詞
は
な
い
。

接
続
助
詞
と
の
関
係
で
特
徴
的
用
法
が
あ
る
の
は
「
狂
」
で
あ
る
。
「
雉
」

の
訓
読
は
原
則
と
し
て
「
と
い
ヘ
ビ
も
・
と
い
ふ
と
も
」
と
見
て
よ
く
、
確
定

条
件
か
仮
定
条
件
か
に
よ
っ
て
訓
み
分
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
詠
歌
大
概
の

「
錐
」
を
そ
の
文
意
か
ら
見
る
と
、
確
定
条
件
表
現
に
二
例
、
仮
定
条
件
表
現

に
二
例
の
使
用
例
が
あ
る
。
宗
清
願
文
案
に
「
と
も
」
と
訓
じ
た
例
が
あ
る
が
、

副
詞
「
た
と
ひ
（
縦
）
」
等
と
呼
応
す
る
仮
定
表
現
の
形
式
に
お
い
て
の
み
用

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
は
訓
読
語
「
と
い
ヘ
ビ
も
・
と
い
ふ
と
も
」
で
あ

る
。
多
く
は
一
語
相
当
の
資
格
で
接
続
助
詞
と
し
て
機
能
す
る
が
、
「
名
詞
＋

助
動
詞
（
断
定
）
＋
ト
イ
フ
ト
モ
」
に
は
、
強
意
・
類
推
・
例
示
な
ど
の
用
法

と
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
国
語
の
副
助
詞
的
な
機
能
を
有
す
る
場
合
が
あ

（8）る
。
詠
歌
大
概
の
［
近
代
之
入
所
詠
出
之
心
詞
　
鞋
為
一
句
　
認
可
除
弄
之
］

は
、
文
脈
的
意
味
か
ら
見
て
も
、
そ
の
用
法
に
あ
た
る
。
ま
た
、
「
為
」
は
断

定
「
た
り
」
と
見
る
。
名
義
抄
（
僧
下
七
九
）
に
タ
リ
の
訓
が
認
め
ら
れ
、
宗

清
翫
文
案
で
も
そ
の
よ
う
に
訓
じ
た
例
が
四
例
存
す
る
。
「
桂
」
を
接
続
助
詞

相
当
の
語
と
見
た
場
合
、
（
雉
＋
名
詞
）
の
形
を
訓
読
す
る
に
は
助
動
詞
等
の

補
読
を
必
要
と
す
る
の
で
、
国
語
文
と
し
て
必
要
な
語
（
助
動
詞
）
を
漢
文
形

式
の
表
記
（
和
化
漢
文
）
の
中
に
も
文
字
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
接
続
助
詞
に
は
和
化
沃
文
に
文
字
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も

訓
読
に
際
し
て
補
読
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
純
・
順
接
の
接
続
助

詞
に
限
ら
れ
る
。
斯
か
る
接
続
助
詞
は
、
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
国

（g）

語
文
に
お
け
る
古
代
接
続
法
の
特
徴
を
勘
案
す
れ
ば
、
文
脈
的
意
味
や
構
文
的

特
徴
に
基
づ
い
て
把
握
さ
れ
る
文
と
文
と
の
接
続
関
係
に
よ
っ
て
、
訓
読
文
に

お
け
る
補
読
の
必
要
性
の
有
無
が
判
断
で
き
る
。
定
家
に
よ
る
宗
活
願
文
案
の

訓
読
文
で
も
、
補
読
さ
れ
た
接
続
助
詞
の
特
徴
は
、
一
般
的
な
和
文
に
認
め
ら

れ
る
接
続
助
詞
使
用
の
実
態
や
そ
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
少
な
く
と
も
定
家
の

用
語
意
識
や
規
範
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
一
方
、
表

現
行
為
の
側
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
単
純
・
順
接
に
よ
る
文
の
接
続
関
係
は
、

接
続
助
詞
の
有
無
だ
け
が
論
理
の
展
開
に
大
き
な
不
都
合
を
き
た
す
こ
と
が
少

な
い
の
で
、
敢
え
て
和
化
漢
文
で
漢
字
に
よ
る
文
字
化
の
工
夫
と
固
定
化
が
充

分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
逆
接
や
条
件
表
現
に

関
わ
る
接
続
助
詞
は
、
文
と
文
と
の
論
理
的
接
続
関
係
を
示
す
上
で
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
に
、
思
考
や
表
現
に
際
し
て
も
、
更
に
解
釈
・

理
解
を
求
め
る
際
に
も
、
論
理
的
構
造
を
明
示
す
る
手
段
と
し
て
必
要
性
の
高



い
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
逆
接
や
条
件
句
を
構
成
す
る
接
続

助
詞
は
、
表
現
行
為
で
省
略
し
た
り
、
理
解
行
為
で
補
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
り
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
語
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
接
続
助
詞
に
関
し
て
は
、
表
現
行
為
と
し
て
の
和
化
漢
文
で
は
過
不
足
な

く
文
字
化
さ
れ
、
理
解
行
為
で
は
不
説
や
補
託
で
処
理
さ
れ
な
い
と
い
う
特
徴

が
、
宗
活
戯
文
案
や
詠
歌
大
概
に
も
一
様
に
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
詠
歌

大
概
に
お
け
る
定
家
の
和
化
漢
文
を
分
析
し
た
結
果
も
、
想
定
さ
れ
る
定
家
の

国
語
表
現
（
訓
読
文
）
も
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
と
馳
齢
す
る
も
の
で
は
な
い
。

○
助
動
詞
と
の
関
係
か
ら

所
謂
助
動
詞
に
相
当
す
る
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
、
詠
歌
大
概
で

は
さ
ほ
ど
多
種
に
亘
ら
ず
「
未
（
イ
マ
ダ
～
ズ
）
・
不
（
ズ
）
」
「
非
（
ニ
ア
ラ
ズ
）
」

「
可
（
ベ
シ
）
」
「
為
（
タ
リ
）
」
「
如
（
ゴ
ト
シ
）
」
等
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
中
国
漢
文
で
も
用
い
ら
れ
た
漢
字
が
、
国
語
助
動
詞
相
当
の
語
と

緊
密
な
関
連
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
を
表
記
す
る
た
め
の
字
と
し
て
、
和
化
漢
文

や
和
漢
混
清
文
等
で
も
広
く
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
特
徴

は
、
原
則
と
し
て
国
語
表
現
に
必
要
な
語
は
和
化
漢
文
で
も
文
字
化
さ
れ
、
訓

読
の
際
に
補
説
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
点
に
あ
る
。
定
家
の
表
現
行
為

に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
こ
の
特
徴
か
ら
外
れ
ず
、
訓
読
に
際
し
て
も
同
じ
基

準
で
処
理
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
訓
読
に
お
い
て
補
読
を
必
要

と
す
る
助
動
詞
が
あ
る
。
「
為
（
タ
メ
）
」
に
対
す
る
丁
研
た
め
に
」
の
訓
み

と
反
語
表
現
の
文
末
に
お
け
る
「
～
ざ
ら
叫
や
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
訓
読
の
定
型
や
国
語
表
現
の
構
文
的
定
型
と
位
置
付
け
ら
れ
る
た
め
に
、
和

化
漢
文
に
訓
読
の
指
標
と
し
て
の
漢
字
を
表
示
し
な
く
て
も
解
釈
・
理
解
に
不

都
合
を
き
た
さ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
少
々
特
異
な
「
欺
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
「
欺
」

字
は
本
来
助
詞
と
の
関
係
で
論
じ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
定
家
の
表
現
と

し
て
は
助
動
詞
「
な
り
」
と
の
関
係
で
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
特
徴
的

で
あ
る
。
機
能
的
に
は
国
語
の
疑
問
表
現
で
文
末
に
用
い
ら
れ
る
助
詞
「
か
」

と
通
じ
、
訓
読
に
は
一
般
に
そ
の
「
か
」
が
定
着
し
て
い
る
。
和
化
漢
文
に
お

け
る
「
欺
」
字
は
所
謂
疑
問
表
現
に
用
い
ら
れ
る
助
字
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

「
と
い
か
け
（
質
問
）
」
や
「
う
た
が
い
（
疑
惑
）
」
　
の
表
現
と
な
る
。
特
に
和
化

漢
文
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
疑
惑
表
現
に
用
い
ら
れ
る
点
で
あ
る
が
、
就
中

注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
然
断
定
的
表
現
が
期
待
さ
れ
て
よ
い
場
面
で
用
い
ら
れ

（10）

る
「
断
定
の
保
留
も
し
く
は
娩
曲
的
断
定
」
の
用
法
で
あ
る
。
詠
歌
大
概
で
の

「
欺
」
字
使
用
は
［
以
同
事
詠
古
歌
詞
　
願
無
念
欺
］
　
［
如
此
之
時
　
無
取
古

轟
之
難
欺
］
　
の
二
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
法
も
、
詠
歌
大
概
と
い

う
資
料
の
性
格
を
考
え
る
と
、
定
家
が
自
身
の
歌
論
を
展
開
す
る
中
で
の
表
現

で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
種
の
判
断
を
相
手
に
問
い
質
す

「
質
問
」
や
心
中
に
懐
い
た
疑
惑
を
表
明
し
た
単
な
る
「
疑
惑
」
で
は
な
く
、

表
現
の
上
で
不
定
の
形
を
採
っ
た
「
断
定
の
保
留
も
し
く
は
娩
曲
的
断
定
」
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
積
極
的
な
断
定
表
現
を
避
け
て
、
斯
か
る
用
法
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の
「
欺
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
の
膏
義
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
定
家
歌
論
の
解
釈
に
関
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
論
者
は
今
そ
れ
を
論

ず
る
用
意
が
な
い
。
ま
た
、
次
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
「
欺
」
が
ど
の
よ
う
に

訓
ま
れ
た
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
R
I
反
も
一
般
的
に
は
、
古
辞
書
な

ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
和
訓
と
の
関
係
や
、
先
学
の
御
考
察
の
結
果
が
示
す
よ

ぅ
に
「
か
」
と
訓
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
語
助
詞
「
か
」
の
和

文
に
お
け
る
文
末
用
法
は
、
飽
く
ま
で
も
疑
問
表
現
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

り
、
明
確
な
断
定
を
避
け
る
と
い
う
用
法
を
持
た
な
い
。
一
つ
の
可
能
性
と
し

て
断
定
の
「
な
り
」
を
充
て
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
積
極
的
な
意
味
で
の

断
定
で
は
な
い
の
で
、
意
味
用
法
の
相
違
を
考
え
る
と
、
妥
当
性
の
高
い
訓
み

と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
宗
活
願
文
案
に
お
け
る
斯
か
る
断
定
保
留
用
法
の

「
欺
」
を
見
る
と
、
定
家
に
よ
っ
て
「
ゆ
へ
な
り
」
と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
確
認

．H、

で
き
る
。
従
っ
て
、
訓
読
の
可
能
性
と
し
て
「
か
・
な
り
・
ゆ
へ
な
り
」
の
三

種
類
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
訓
が
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
俄
に
決
し

雉
い
も
の
の
、
宗
清
願
文
案
の
訓
読
が
定
家
の
訓
み
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

文
脈
的
意
味
を
考
え
合
わ
せ
て
も
「
ゆ
へ
な
り
」
と
訓
む
こ
と
は
充
分
に
可
能

で
あ
る
。
先
行
す
る
「
猶
案
之
」
の
意
味
を
、
「
同
様
に
ま
た
次
の
こ
と
に
配

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
…
」
ほ
ど
の
意
味
に
解
釈
し
て
よ
け
れ
ば
、

前
段
を
承
け
て
「
な
は
案
ず
。
…
…
ゆ
へ
な
り
。
」
と
続
き
、
題
材
・
風
情
の

扱
い
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
理
由
を
論
じ
た
文
脈
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
比
較
的
妥
当
な
訓
み
と
考
え
る
。
後
者
「
無
取
古
寄
難
欺
」
も
同
様
に
解

釈
し
得
る
。

む
す
ぴ
に

（12）

以
上
に
整
理
し
た
と
こ
ろ
は
、
拙
稿
で
指
摘
し
得
た
特
徴
を
、
定
家
の
表
現

行
為
に
な
る
和
化
漢
文
で
も
基
本
的
に
は
同
様
の
傾
向
と
し
て
、
改
め
て
確
認

す
る
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
助
字
と
国
語
助
詞
・
助

動
詞
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
国
語
文
と
し
て
文
脈
上
必
要
な
助
詞
・

助
動
詞
で
漢
字
表
記
の
助
字
に
意
味
・
用
法
上
も
対
応
可
能
な
も
の
は
和
化
漢

文
で
も
文
字
化
さ
れ
、
漢
文
特
有
の
用
字
法
・
語
法
で
訓
読
に
際
し
て
不
議
と

さ
れ
る
助
字
は
和
化
漢
文
で
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
原
則
的
な
基
準
と
し

て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
斯
か
る
基
準
は
、
個
人
的
な
或
い

は
臨
時
的
な
表
現
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
無
秩
序
な
も
の
で
は
な
く
・
和
化
漢

文
に
お
け
る
表
現
行
為
と
理
解
行
為
と
の
問
に
、
広
く
通
用
す
る
前
提
と
し
て

諒
解
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
原
則
に
外
れ
る
よ
う

な
（
例
え
ば
活
用
語
承
接
の
連
体
修
飾
用
法
「
之
」
の
よ
う
な
）
用
字
二
語

法
・
構
文
等
を
は
じ
め
と
す
る
表
現
に
は
、
そ
こ
に
合
理
的
・
必
然
的
な
理
由

を
求
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
。
和
化
漢
文
表
現
の
一
般
的
な
傾
向
と

し
て
、
個
人
や
資
料
な
ど
に
限
定
さ
れ
な
い
特
徴
と
位
置
づ
け
得
る
か
ど
う
か

は
、
更
に
広
範
囲
に
わ
た
る
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
和
化
漢
文
の
精
確

な
訓
読
に
至
る
た
め
に
は
、
未
だ
多
く
の
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
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注T
）
拙
稿
「
「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
因
中
宗
清
朝
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和

化
漢
文
）
対
照
本
さ
（
r
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
第
2
1
輯
・
平
成
一
〇
年
）
。

（
2
）
訓
読
に
際
し
、
助
詞
「
の
」
を
補
わ
ず
、
活
用
語
連
体
形
で
修
飾
す
る
。
訓
点
資
料

で
も
、
活
用
語
連
体
形
に
「
の
」
を
接
続
さ
せ
て
「
之
」
を
字
面
の
ま
ま
に
訓
む
よ

う
に
な
る
の
は
、
室
町
時
代
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
小
林
芳
規
「
「
花
を
見
る
の
記
」

の
言
い
方
の
成
立
追
考
」
〓
文
学
論
藻
j
1
4
・
昭
和
三
四
年
六
月
）
。

（
3
）
拙
稿
「
和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
－
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
活
顧
文
案
に
お

け
る
助
詞
と
助
字
と
の
関
係
l
⊥
（
r
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
第
2
2
輯
・
平
成
二
年
）

一
八
四
頁
。

（
4
）
小
山
登
久
r
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
き
（
お
う
ふ
う
）
四
七
八
葛

（
5
）
注
（
3
）
論
文
一
九
四
頁
U

（
6
）
注
（
3
）
論
文
一
九
三
頁
。

（
7
）
注
（
3
）
論
文
一
九
七
頁
。

（
8
）
拙
稿
「
条
件
句
構
成
の
「
狂
」
「
ト
イ
ヘ
ド
モ
」
「
ト
イ
フ
ト
モ
」
に
つ
い
て
」
（
r
鎌

倉
時
代
語
研
究
」
第
1
5
輯
・
平
成
四
年
）
五
〇
頁
。

（
9
）
山
口
勇
二
「
古
代
接
続
法
の
研
発
二
萌
治
昏
院
）
第
1
4
章
。

（
1
0
）
峰
岸
明
r
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
き
（
東
京
大
学
出
版
会
）
六
五
三
頁
以
降
。

（
1
1
）
注
（
3
）
論
文
二
〇
一
環
勿
論
、
疑
問
表
現
を
構
成
す
る
用
法
で
、
「
か
」
と
訓
ま

れ
た
「
欺
」
字
も
四
例
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
詠
歌
大
概
の
例
は
、
文
脈
的
意
味

や
そ
の
用
法
・
表
現
性
か
ら
見
て
、
宗
清
顧
文
案
で
「
ゆ
へ
な
り
」
と
訓
ま
れ
た
二

例
「
断
｛
疋
保
留
・
娩
曲
的
断
定
」
に
通
ず
る
。

（
1
2
）
注
（
3
）
論
文
。

－
た
な
か
・
ま
さ
か
ず
、
兵
庫
教
育
大
学
助
教
授
1

12




